
12月定例会  9人の議員が一般質問

大変危険な老朽化した階段
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の
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し
た
土
器
の
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部
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た
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時
の

の
地
域
で
出
土
し
た
土
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の
一
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人
々
の
暮
ら
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や
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史
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通
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通
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へ
周
知
し
、併
せ
て
市
内
外
の
歴
史
愛
好
家
の
皆

校
へ
周
知
し
、併
せ
て
市
内
外
の
歴
史
愛
好
家
の
皆

さ
ん
へ
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ん
へ
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

質問事項
◆プッシュ型行政サービス
◆閉校校舎利活用

質問事項
◆小見川地区の振興整備
◆「北総四都市文化紀行事業」（公財千葉県文化振
興財団主催）の誘致開催
◆小見川地区阿玉台貝塚の環境整備
◆小見川地区貝塚区「まほろばの里」の周知活用整備
◆市職員の人材活用 辻 

達広 つじ たつひろ 議員

デ
ジ
タ
ル
化
社
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の

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の

基
盤
整
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に

基
盤
整
備
を
迅
速
に

小
見
川
地
区
の

小
見
川
地
区
の

振
興
整
備
に
つ
い
て

振
興
整
備
に
つ
い
て
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